
岡山県

(自校採点)

全国

（公立）

ベンチマーク

1(2) 82.4 66.6 15.8

4 84.1 58.0 26.1

8(3) 68.3 51.5 16.8

正答率(％)

岡山県

(自校採点)

全国

（公立）
ベンチマーク

１（３） ６＋０．５×２　を計算する 77.4 66.6 10.8

２
分度器の目盛りを読み、１
８０°より大きい角の大き
さを求める

67.9 58.0 9.9

９（３）
３０ｍを１としたときに１２ｍ
が０．４に当たるわけを書く

53.3 51.5 1.8

問題の概要

正答率

Ⓒ岡山県「うらっち」

小学校算数の成果 上位学年で同じ問題の正答率が上がっている。

4年生では、知識・技能の定着に課題が見られました。既習事項の確実な定着が、新たな知識・技能を
習得していく上で欠かせません。各学校においても、今回の結果を分析し、課題を確認してみましょう。

算数では、複数学年で同じ問題を出題したところ、学年が上がるにつれて、正答率が上がっていました。
知識･技能の設問だけでなく、思考･判断・表現の設問でも、同様の傾向が見られました。

小学校算数の課題 基礎的な計算で正答率が80%に満たない。

岡山県

(自校採点)

全国

（公立）
ベンチマーク

１（２） １２３×５２　を計算する 72.1 85.2 -13.1

１（４） ９１２÷４　を計算する 75.6 89.6 -14.0

問題の概要

正答率【４年】

岡山県教育庁義務教育課 令和５年２月６日学力向上担当者通信 第１７号

Ⓒ岡山県「ももっち」

今号では、２学期後半に実施した学力定着状況確認テストの自校採点結果からみえる県全体の傾向を紹介します。
各学校における今年度の取組状況の確認や年度末における学力保障の取組の参考にしてください。

【80％を超えているが全国平均に満たない設問】
○ 午後１時３５分から５０分後の時刻
（条件に合う時刻を求めることができる。）

年度内に学習内容の指導を終わらせることだけでなく、児童生徒に付けたい力を確実に定
着させることも欠かせない視点です。
今回の小学校算数で見られた基礎的な知識･技能を定着させることが、次年度以降の学習に

つながります。各校における児童生徒の状況を把握し、児童生徒の「分からない」を「分かっ
た！」にするために、実態に応じた取組を学校全体で進めていきましょう。

つまずきの確実な解消に向けて

「家庭学習のスタンダード（増補版）」より

授業で、課題のあった問題を取り上げましょう。

補充学習などの時間を設定しましょう。

小テスト等で学習内容の定着を確認しましょう。

宿題などの家庭学習に、つなげましょう。

年度内に、つまずきの解消を図りましょう。

○「ふりかえりプリント集」を活用して → 春休みの自主学習
○児童生徒の一人一台端末を活用して→ 児童のペースに合わせた学習

さらに一歩、
主体的な学びを！

【５年】

【４年】

【５年】

【６年】

【５年】

【６年】

情報提供いただいた県事業校の結果
を集計したものを示しています。


